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要 約 

熱電変換とは温度差によって発電を行う技術であり，省エネルギー社会実現の鍵として注目を集めている．近年，我々は

143-Zintl 相化合物 Rb(Zn,Cu)4As3が比較的高い無次元性能指数 ZT = 0.53 (797 K)を示すことを報告した．本研究では RbZn4As3

の As を Ge で置換した材料 RbZn4As2.8Ge0.2を合成した．その高温輸送特性を測定した結果，non-doped 試料と比べて電気抵

抗率及びゼーベック係数の低下が確認され，正孔の濃度増加に成功したことが明らかとなった． 
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1. 背景 
近年，省エネルギー社会の実現に向けて熱電変換技術が

注目を集めている．熱電変換とは温度差によって発電を行

う技術であり，これまで捨てられていた廃熱を電力として

再利用できることから次世代の発電方式として期待されて

いる．一方で，他の発電方式に比べて変換効率が低く，広く

社会には普及していない．変換効率を向上させるためには

高性能な熱電材料の開発が必要不可欠である． 

熱電材料の性能は次の式（1）で表され，無次元性能指数

ZT が高いほど高性能となる．性能向上には高いゼーベック

係数 S，低い電気抵抗率 ρ，そして低い電子熱伝導率 κe及び

格子熱伝導率 κl を兼ね備えた材料の開発が重要である 1)． 

 

 

                  (1) 

 

 

一方で，ゼーベック係数 S，電気抵抗率 ρ，電子熱伝導率

κe はキャリア濃度の関数であるため独立して制御すること

が難しい 1)．しかし，格子熱伝導率 κl は独立した制御が可

能なため，高性能な熱電材料の開発には格子熱伝導率 κl を

低減させることが有効である． 

これまでに様々な材料の熱電特性が報告されているが，

中でもZintl相化合物は低い格子熱伝導率を有することから

注目されている 2),3)．特に 122-Zintl 相化合物 AM2X2（A: ア

ルカリ（土類）金属又はランタノイド，M: 遷移金属，X: ニ

クトゲン）は精力的に研究が行われている材料系であり，

高性能な熱電材料が多く報告されている 4),5)．また，高性能

な 122-Zintl 相化合物の多くはニクトゲンに Sb を使用した

材料であったが，近年ではより軽い元素である As を使用し

た材料も報告されている 6)． 

122-Zintl 相化合物はスペーサー層の一部を取り除くこと

で類似の結晶構造を有する層状物質 143-Zintl 相化合物を形 
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